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示唆された．99mTc・GSA肝機能シンチグラフィは，特

にSPECTと組み合わせることにより，局所肝機能の評

価に有用な可能性が考えられた．

21．99mTc・GSAの肝集積因子の検討
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　GSAの集積因子として肝細胞機能のほかに肝血流も

あるといわれている．それを実証するため上腸間膜静脈

を結紮し，門脈血流低下がGSAの肝集積に与える影響

を検討した．さらに肝血流因子の関与を除外する目的で，

門脈よりGSAおよびコロイドを注入し，正常肝および

障害肝への集積過程につき比較検討した．

　肝障害は，ガラクトサミン腹腔投与により作成した．

GSAまたはコロイドを門脈あるいは尾静脈注入し連続

画像を収集し，初回循環における除去率を算出した．門

脈血流減少例では，正常例に比べ肝への集積は遅延して

いた．GSA投与例の肝除去率は，いずれも正常群に比

べ障害群において有意に低下していた．以上よりGSA

集積は肝血流および肝細胞機能を反映すると思われる．

22．99mTc・GSA解析法の検討
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99mTc－GSAによる肝予備能の評価は一般にHHI　sと

LHLI　sで行われる．これらは，簡便な上，肝の重症度

をよく反映する有用な指標であるがその意味するところ

は必ずしも明らかではない．そこで，われわれは，河ら

によるMichaelis－Menten型の非線形5コンパートメン

トモデル解析を核医学データ処理装置で開発し，上記指

標との関係を検討した．このモデルでは，99皿Tc－GSA

の肝内集積を肝内血液と肝実質細胞中のそれに分けるこ

とが可能である．LHL15は両者を合わせた99mTc－GSA

を反映するが，肝実質細胞中のそれを投与量で除した指

標は，より直接的に肝予備能を評価する可能性がある．
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23．肺血栓塞栓症における99mTc・MAA肺血流3次元表

　　示の有用性
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　肺血栓塞栓症の診断において核医学検査は，有効な診

断法として確立されている．今回，われわれは肺血栓塞

栓症に肺血流SPECTの3次元表示を行いその有用性を

認めた．

　方法は185MBqの99mTc・MAAを臥位にて静注し，

三検出器型SPECT装置（PRISM・3000）を用いデータ

収集を行った．データ収集条件は収集マトリックスサイ

ズが64×64，収集時間1View　15秒，5度ステップで

360度，総収集時間は10分であった．データ収集後，

Butterworth　Filterでプロジェクションデータを前処理

し，Ramp　Filterを用いた360度補正逆投影（飢tered

back　projection）により体軸断層像を作成した．得られ

た体軸断層像の最高値を100％とし，下限カットレベル

（Baseline）を表面作成のためのThresholdとした・この

Thresholdにより決定された等カウント面を表面とし

て，肺の3次元画像表示を行った．3次元表示を行うこ

とで欠損領域をより客観的に，より容易に判定すること

が可能であった．

24．心筋SPECT限定角度範囲収集画像の検討
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　性能の向上した多検出器SPECT装置の導入，また心

筋製剤に関しても201T1よりも比較的高いエネルギーの

標識製剤が数多く登場してきている．このような状況を

踏まえ，もう一度心筋SPECTの収集角度範囲について

検討した．180度ではスタート角度により画像に違いが

生じる．360度再構成に比べ180度では画像の歪みが大

きい．RAO　45度～LPO　45度を境とする心筋側と対側

の心筋カウント比は6．5対3．5であった．単検出器装置

による180度収集画像は近接回転のため，見た目の画像

は向上するが対側のデータを無視することになる．散乱
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